行動随伴性マネジメント法と心理教育による喫煙行動の減少 by 佃 沙織 et al.




































































































20歳の女性 1名（対象者 A）。喫煙歴は 14歳からの
6年（過去 2年間禁煙歴あり）。22歳の男性 1名（対象
者 B）。喫煙歴は 20歳からの 2年。この 2名を対象者と
した。両者共に大学生であった。
測定日時，場所及び状況
201 X 年 10月 4日から対象者 A は 12月 7日まで，
対象者 B は 12月 9日まで毎日データが測定された。具

















































お金を目標金額（対象者 A の目標金額は UV レジン購


































対象者の結果は Table 1と Table 2に示している。Ta-
ble 1は対象者 A の結果であり，ベースライン終了後と
介入 1終了後，介入 2終了後の 3回にわたって行った調
査の結果を示している。ベースライン終了後の対象者
A のニコチン依存度は中程度，準備性は関心期であっ



























































































Fig. 1 対象者 A の喫煙行動変容






Fig. 2では対象者 B の喫煙行動の変動について示し
た。Fig. 1同様，縦軸が喫煙本数を示しており，横軸が
日にちである。横軸は 3日ごとに示している。ベースラ




みられる。介入 2（平均 1.4本）では介入 1から平均本
数はさらに減少している。1本，0本の日も多いが，
所々多く吸っている日もみられる。




Fig. 3は対象者 A, B の累積貯金額である。縦軸が金
額，横軸が日にちを表している。横軸は 3日ごとに示し





対象者 B は対象者 A とは対照的に 10月 31日から 11
月 3日にかけて傾きが急になっている。この時期は貯金
額が多かったことがわかる。10月 19日から 10月 29日
と 11月 10日から 12月 9日の傾きを比べると後者の方
が傾きは急になっており，貯金額が大きい。
対象者 A, B ともに，後半にかけて傾きは急になって
おり，貯金額も大きくなっていることがわかる。
社会的妥当性




いる。般化可能性に関しては対象者 A, B ともに同じ値
であった。抵抗性に関しては対象者 A より，対象者 B
のほうが高く，対象者 B には本研究に対して高い抵抗
性が生じていたことがわかる。動機づけに関しては，対




対象者 A の方が高かった。介入の実施方法は対象者 A
には適していたことがうかがえる。技法の有効性に関し





の 1週間の平均喫煙本数は 7.7本，対象者 B の 1週間






























































































ら 11月 4日ごろにかけて対象者 A, B ともにグラフに
変化がみられる。ところがその変化は対象者 A は貯金
額が減少し，対象者 B は貯金額が増大しているという
















者 B は抵抗性の値が高く，Table 2のアセスメント結果
から考えても減煙によって多大なストレスを感じていた
と思われる。技法の有効性，動機づけ，実施方法の有効
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